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I. 本計画の基本的な考え方

ごみ処理の広域化については、平成９年５月旧厚生省からの通知でその必要性が位置付けられて

おり、この通知を受け、各都道府県において、平成 10 年前後に広域化計画が策定されました。岡

山県は、市町村が行うごみ処理について、ダイオキシン類削減対策、マテリアルリサイクル及びサ

ーマルリサイクルの促進等を目的として、平成 10 年 3 月に「岡山県ごみ処理広域化計画」を策定

しました。その後、市町村合併状況等が進んだため、「新岡山県ごみ処理広域化計画」(平成19年 3

月)(以下、「新広域化計画」という。)として見直しが行われ、この新広域化計画の中で、岡山市、玉

野市、久米南町の2市1町は「岡山ブロック」として位置付けられています。 

また、新広域化計画を受け、平成25年度ごみ処理広域化対策岡山ブロック協議会総会において2

市1町の合意が得られ、広域処理に向けた取組を行っていくこととなりました。 

本計画は、岡山ブロックの現況を整理・把握するとともに、今後の岡山ブロック内の広域処理の

方針や施設整備方針など、ごみ処理の広域化について基本的な事項の検討を行い、岡山ブロックご

み処理広域化に係る基本的事項を定めるものです。 

１． 計画対象区域 
本計画の対象区域は、右図のよ

うに岡山市、玉野市、久米南町の

2市1町となります。 

２． 計画目標年次 
本計画の目標年次は、平成37

年度とします。 

計画の期間  

基準年次 

平成 26年度 

中間目標 

平成 30年度 

平成 35年度 

目標年次 

平成 37年度 
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II. ごみ処理の現状 

１． 人口、ごみ排出量等の推移 
○岡山ブロックの人口は微増傾向にあります。 

○ごみ総排出量、1人1日当たりごみ排出量ともにほぼ横ばいの状態です。 

○焼却量についてもほぼ横ばいの状態です。 

図Ⅱ- １ 岡山ブロック人口の推移        図Ⅱ- ２ ごみ総排出量の推移  

図Ⅱ- ３ 1 人 1日当たりごみ排出量の推移       図Ⅱ- ４ 焼却量の推移 

２． ごみ処理の評価 
構成市町のごみ処理について、類似団体と比較した結果は以下のとおりです。 

岡山市：他の政令指定都市と比較すると、人口1人1日当たりごみ総排出量は少なく優れ、廃棄

物からの資源回収率はほぼ平均、最終処分減量に要する費用と人口1人当たり年間処理経費は平

均より高く、廃棄物のうち最終処分される割合は少なく特に優れている処理実績となっています。 

玉野市：同規模の都市と比較すると、廃棄物からの資源回収率と最終処分減量に要する費用、人

口一人当たり年間処理経費はほぼ平均、人口１人１日当たりごみ総排出量と廃棄物のうち最終処

分される割合は平均より劣る処理実績となっています。 

久米南町：同規模の町村と比較すると、すべての評価項目についてほぼ平均又は平均以上でバラ

ンスが取れた処理実績となっています。 
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図Ⅱ- ５ 市町村一般廃棄物処理システム比較分析表

３． 一般廃棄物処理基本計画目標値の達成状況 
各市町が作成した計画目標値に対する現状の達成状況は以下のとおりです。 

岡山市：一般廃棄物処理基本計画の目標値と平成25年度実績を比較すると、ごみの排出量について

は基準年度より増加しており、家庭系ごみより事業系ごみの方の増加率が高くなっています。平成

27年度の目標値達成に向けて家庭系・事業系合計量で64ｇ/人・日削減する必要があります。資源

化率については基準年度より1.6ポイント増加していますが、中間目標達成に向けた取組を強化する

ことが必要です。 

玉野市：一般廃棄物処理基本計画の目標値と平成25年度実績を比較すると、1人1日当たりの総ご

み排出量については基準年度より増加していますが、家庭系ごみだけに着目すると若干減少してい

ます。資源化率については基準年度より0.1ポイント増加していますが、目標達成に向けた取組を強

化することが必要です。 

久米南町：一般廃棄物処理基本計画の目標値と平成 25年度実績を比較すると、1人 1日当たりの

ごみ排出量については基準年度より約４％削減していますが、平成 27 年度の中間目標値まであと

22ｇ/人・日の削減が必要です。資源化及び最終処分については、焼却残渣のリサイクルを実施し

たことにより、すでに計画目標を達成しています。 

岡山市、玉野市、久米南町の廃棄物処理に係る指

標を類似団体と比較した結果をレーダーチャート

に示します。このレーダーチャートは類似市町村

の平均値を 50 とする偏差値で表しており、数値

が大きいほど（赤い線の外側にあるほど）良好な

結果を示しています。 
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表Ⅱ- １ 岡山市一般廃棄物処理基本計画達成状況  表Ⅱ- ２ 玉野市一般廃棄物処理基本計画達成状況 

表Ⅱ- ３ 久米南町一般廃棄物処理基本計画達成状況

４． 岡山ブロックの中間処理施設 
中間処理施設の供用年数をみると岡南環境センター、東清掃センターが 36 年であり、かなり長

い期間稼働してきた施設であると言えます。また、当新田環境センターや岡山市久米南町衛生施設

組合クリーンセンターも供用開始後 20 年を経過しており、今後継続使用していくためには大規模

補修が必要な時期がきていると言えます。岡山市の管理するごみ焼却施設のごみ１ｔ当たり発電量

（平成25年度実績）は112～345kWhです。（全国平均221kWh/ごみｔ：平成24年度実績)

玉野市東清掃センターと岡山市久米南町衛生施設組合クリーンセンターには発電設備が設置されて

いません。 

備考： 

1) 排出量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみの合計であり、

ごみ総排出量から資源ごみ及び集団回収を除いた値である。

２) ごみ排出量は焼却ごみ、埋立ごみ、粗大ごみの合計であ

り、ごみ総排出量から資源ごみ量を除いた値である。 

３)達成状況の記号 

■：基準年と比較し望ましくない方向に変動 

□：基準年と比較し望ましい方向に変動 

○：中間目標値を達成 

◎：目標値を達成 

基本計画の目標 

平成 25

年度実績
達成状況３）

基準年度

（実績）
目標年度 

平成 22

年度 

平成 27年度

（中間目標）

平成37年度

（目標） 

市民1人1日当たり

ごみ排出量１）
837ｇ 787ｇ 720ｇ 851ｇ ■約 2％増

市民1人1日当たり

家庭系ごみ排出量 
520ｇ 489ｇ 450ｇ 524ｇ ■約 1％増

市民1人1日当たり

事業系ごみ排出量 
317ｇ 298ｇ 270ｇ 327ｇ ■約 3％増

資源化率 16.1% 23.3% 33.0% 17.7%
□1.6 ポイ

ント増 

基本計画の目標 

平成 25

年度実績
達成状況３）

基準年度（実績） 目標年度 

平成 24年度 平成 35年度 

1人1日当たり総ご

み排出量 
1,084ｇ 929ｇ 1,088ｇ ■0.4％増 

1人1日当たり家庭

系ごみ排出量 
861ｇ 738ｇ 859ｇ

□約 0.2％

減 

資源化率 16.9% 20% 17.0%
□0.1 ポイ

ント増 

最終処分量 4,532t 3,399t 4,443t □約 2％減

基本計画の目標 

平成 25

年度実績
達成状況３）

基準年度

（実績）
目標年度 

平成 21

年度 

平成 27年度

（中間目標）

平成32年度

（目標） 

町民1人1日当たり

ごみ排出量２)
683ｇ 635ｇ 581ｇ 657ｇ

□約 4％削

減 

町民1人1日当たり

資源化量 
139ｇ 156ｇ 183ｇ 195ｇ

◎約 40％

増 

資源化率 20% 23% 25% 25.3%
◎5.3 ポイ

ント増 

町民1人1日当たり

最終処分量 
57.3ｇ 50.0ｇ 40.0ｇ 13ｇ 

◎約 78%

削減 

最終処分率 7.4% 6.8% 6.0% 1.6% 
◎5.8 ポイ

ント減 
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図Ⅱ- ６ 焼却施設位置図 

表Ⅱ- ４ 岡山ブロック中間処理施設供用年数 

東部クリーンセンター

規模   450t/日(150t/24h×3炉) 
炉形式 全連続燃焼式(流動床炉) 
竣工  平成 13年 7月
発電 345kWh/ごみｔ(H25実績) 

東清掃センター

規模    150t/日(75t/24ｈ×2炉) 
炉形式 全連続燃焼式(ストーカ炉) 
竣工  昭和 53年 6月
発電 無し

当新田環境センター

規模   300t/日(150t/24ｈ×2炉) 
炉形式 全連続燃焼式(流動床) 
竣工 平成 6年 1月
発電  199kWh/ごみｔ(H25実績) 

岡南環境センター

規模   220t/日(110t/24h×2炉) 
炉形式 全連続燃焼式(ストーカ炉) 
竣工 昭和 53年 12月
発電   112kWh/ごみｔ(H25実績) 

岡山市久米南町衛生施設組合クリーン

センター

規模  13t/8h×1炉
炉形式 機械化バッチ燃焼式

竣工  H5.4 
発電  無し
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施設名
施設規模

（t/日）
炉形式

本格稼働

開始年度
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５． 課題と対応 
広域ブロックのごみ処理の現状についてこれまで検討した結果、抽出された課題について以下の

ような解決方針のもと、将来計画を検討するものとします。 

課題１：分別収集区分、ごみ処理手数料の取り扱いが市町で異なっている。 

【解決方針】今回のごみ処理広域化については、これまでの経緯を尊重し、分別収集区分及びごみ処理手数料

の取扱については構成市町独自で取組を行うものとします。資源ごみや不燃ごみ、粗大ごみについては市町の

分別区分に対応しなければならない上、収集運搬効率が悪くなることも考えられることから、これまでどおり

市町毎で対応することとし、可燃ごみ処理のみを広域処理の対象とします。 

課題２：排出抑制・資源化を推進する必要がある。 

【解決方針】可燃ごみの広域処理施設は、ごみ減量等の目標値を達成することを前提として計画していくこと

になりますが、各市町の一般廃棄物処理基本計画の目標値と現状の数値を比較すると、達成までには更なる取

り組みが必要であり、目標値が達成できない場合、ごみ処理に支障をきたす恐れもあります。今後は広域化の

協議の中で構成市町の目標達成度を毎年度確認するとともに、ごみの排出抑制・資源化の推進に向け必要な対

策について検討し、２市１町で協力しながら取り組むものとします。 

課題３：更新時期や大規模改修時期を迎えている焼却施設がある。 

【解決方針】特に岡山市岡南環境センター、玉野 

市東清掃センターは竣工後36年経過し、全国でも 

長期運転施設に該当します。広域処理施設建設まで 

10年以上を要するため、岡南環境センターについて 

は延命化工事を行っていますが、東清掃センター、 

岡山市久米南町衛生施設組合クリーンセンターとと 

もに廃止して広域処理施設に統合する方向で検討を 

進めるものとします。 

課題４：適正処理能力の見直しについて検討が必要な焼却施設がある。 

【解決方針】

広域処理施設を新設するにあたっては、毎日発生するごみを継続的に処理し、住民の快適な生活環境と公衆

衛生を維持していくため、ごみ質の高カロリー化と老朽化による岡山市既存焼却施設の適正処理能力の低下を

勘案して、安全安心な処理体制を確保するための施設整備を行っていきます。 

課題５：交付金制度を活用した広域処理施設整備を進める必要がある。 

【解決方針】岡山ブロック構成市町の財政負担を軽減するために国の循環型社会形成推進交付金を活用し、条

件に適合する計画策定や準備を行うものとします。 

岡南環境センター

東清掃センター

全国の施設廃止時の供用年数

施設数
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III. ごみ処理広域化基本計画 

１． 処理対象物量の予測 
平成37年度における岡山ブロック全体の焼却

対象ごみ量は、平成25年度実績より約12％削

減した 203,400ｔ/年と予測しています。本数

値は、ごみ減量目標を達成した後の数値であり、

構成市町は排出抑制・再生利用に積極的に取り組

む必要があります。 

２． 災害廃棄物量の予測 
東南海・南海トラフ二連動地震の際の災害廃棄物      図Ⅲ- １ 処理対象物量の予測 

発生量は81,816tと推測され、これを３年間で処理すると仮定すると1年間の要処理量は27,272

ｔであり、年間の通常ごみ量の約 1 割強程度となります。仮設焼却炉の建設には多額の費用と時間

が必要となること、災害廃棄物に対する既設焼却施設処理能力の余裕が約 1 割強に抑えられ広域処

理施設建設費に対する影響が小さく、他の自治体も同程度の余裕を見込んでいることから、東南海・

南海トラフ二連動地震で想定される被害程度以下の震災や台風災害については、既存焼却施設の処

理能力の余裕で対応していくものとします。 

このことから、災害廃棄物量としては東南海・南海トラフ二連動地震を想定することとします。 

３． 施設竣工年度 
廃棄物処理施設を整備するためには、様々な手続きと事前調査・準備が必要となります。そのた

め、広域処理施設の竣工は平成37年度となります。 

４． 既存施設の適正処理能力 
これからも継続使用する既存施設について調査・検討した結果、ごみ質の変化や長期稼働を考慮

し、当新田環境センターの年間平均処理率を78％、東部クリーンセンターの年間平均処理率を95％

と見込み、これを適正処理能力とします。 

５． 広域処理施設の施設規模 
広域処理施設の施設規模は、200t/日となります。なお、広域処理施設の規模については、今後

の広域ブロックの状況を勘案し、適宜見直しを図るものとします。 
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表Ⅲ- １ 広域処理施設規模 

項 目 平成 37年度 備 考 

焼却対象物量 (ｔ/年) 203,400 ① 

災害廃棄物量 １）
(ｔ/３年) 81,816 ② 

(ｔ/年) 27,300 ③＝②/３ 

年間要処理量 (ｔ/年) 230,700 ④＝①＋③ 

東部クリーンセンター年間処理量 (ｔ/年) 114,500 ⑤ 

当新田環境センター年間処理量 (ｔ/年) 62,700 ⑥ 

広域処理施設平均要処理量 
(ｔ/年) 53,500 ⑦＝④－⑤－⑥ 

(ｔ/日) 147 ⑧=⑦÷365 

広域処理施設規模 2) (ｔ/日) 200
⑨＝⑧÷0.767÷

0.96 

災害廃棄物の比率   11.8% ⑩＝③÷④ 

1)災害廃棄物のうち可燃性のもの 

2)環廃対発第031215002号環境省課長通知 廃棄物処理施設整備費国庫補助金交付要綱の取扱について 

に示された“ごみ焼却施設の整備規模について”より 

0.767：年間稼働率(1 年間の稼働日数280日)、0.96：調整稼働率（故障等を考慮した係数） 

IV. 広域処理施設整備基本計画

１． 広域化の効果 
構成市町の老朽化した施設を広域化して施設整備した場合と、広域化せずに従来どおりの枠組

みで個別に施設整備した場合の比較を行いました。なお、施設建設場所が決まっていないため、

施設の設置場所については岡南環境センター付近（想定場所 A）、東清掃センター付近（想定場

所B）、岡山市久米南町衛生施設組合クリーンセンター付近（想定場所C）の３通りを仮定しまし

た。 

（１）循環型社会形成推進交付金制度への適合性については、個別処理の場合 1／2 交付率の要件

に該当しない可能性があります。（但し、1／2 交付率は平成 30 年度までの時限措置なので、

建設時点では不明） 

（２）環境性については、ダイオキシン類の年間排出量は広域処理が個別処理より 95％少なく、

二酸化炭素を指標とした温室効果ガス排出量も約15～50％少なく、ブロック全体の環境性に

ついては広域処理のほうが環境負荷が少ない結果となっています。 

（３）発電量については広域処理が個別処理の1.7 倍、エネルギー回収率も1.2 倍となり大きなエ

ネルギー回収ができるとともに、間接的な二酸化炭素排出量の削減や処理施設の必要電力をま

かなったうえで、外部へのエネルギー供給への寄与も可能となっています。 
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（４）20 年分の施設建設費、維持管理費及びごみの収集運搬費より試算した１年間の経済性で比

較すると、広域処理(施設建設の想定場所A,B)は個別処理より年間1.7～2.5 億円少なく、これ

は 9～13%に相当します。なお、想定場所 C では収集運搬費の増加により広域処理の方が個

別処理よりも高くなりますが、本ブロックのもっとも遠隔に位置する場所へのごみの移動は非

効率となります。 

（５）社会的な要請として注目されている強靱化への対応については、施設自体の強度面では個別

処理も広域処理も同様に対応できますが、電源確保や災害時のごみ処理も含めると広域処理の

方が適応性は高いといえます。 

（６）本広域ブロック全体では、環境性、エネルギー確保のためのごみ発電、経済性、及び社会的

な要請への対応性のそれぞれの項目の比較の結果、いずれの項目も個別処理より広域処理が優

位であるという評価となりました。 

表Ⅳ- １ 広域化の効果まとめ 

評価項目 個別処理 

（3施設） 

広域処理 

（1施設） 

評価 

交付金制度への適応性 現時点では 1/2 交付率要

件に該当しない可能性 

特に問題はない －(施設建設時点での優位性は不

明) 

環
境
性

ダイオキシン類

排出量 

0.581g-TEQ/年 0.024g-TEQ/年 広域処理の方が排出量は少な

い。法規制値を満足している限

り人の健康に影響は及ぼさない

ためほぼ同等 

温室効果ガス排

出量 

2,642ｔCO2/年 A:1,388 tCO2/年 

B:1,394 tCO2/年 

C:2,215 tCO2/年 

広域処理の方が優位 

エ ネ ル

ギ ー 利

用 

発電量 12,329MWｈ/年 20,645MWｈ/年 広域処理の方が優位 

エネルギー

回収率 

14.1％ 17.5％ 広域処理の方が優位 

経
済
性

収集運搬費 559百万円/年 A:  738 百万円/年 

B:  821 百万円/年 

C:1,740 百万円/年 

個別処理の方が優位 

施設建設費 653百万円/年 454百万円/年 広域処理の方が優位 

施設維持管理費 671百万円/年 439百万円/年 広域処理の方が優位 

総額 1,882 百万円/年 A:1,632 百万円/年 

B:1,715 百万円/年 

C:2,634 百万円/年 

広域処理の方が優位となるが、

施設設置場所がごみの多量発生

場所から遠い場合は逆転する。 

社会的要請として強靭

化のへ応 

施設の強度面では対応可

能 

強度面、電源確保、災害

時のごみ処理の点で対

応可能 

広域処理の方が優位 

備考：経済性には売電収入は考慮していない。 
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備考：図中の数値は想定場所Aの場合の数値 

図Ⅳ- １ 広域化のメリット 

２． ごみ処理施設の整備に関する事項 
広域処理施設の整備にあたっては、安全・安心な施設で且つ安定的な処理が確保され得る施設、

緊急時も含め毎日利用できるエネルギーセンター、周辺環境に配慮し環境教育に貢献する施設、総

合的な経済性に優れた施設とすることを基本方針とします。 

３． 広域処理体制の検討 
岡山市、玉野市、久米南町の2市1町は、ごみ処理を広域で取り組む方向で基本的な合意が形成

されていますが、具体的な組織体制や体制構築のスケジュールについては平成 27 年度に具体的に

検討していくこととしています。 

組織体制については、岡山市が施設を建設・運営し玉野市・久米南町が岡山市へ事務委託する方

法と、２市１町で一部事務組合を設立して施設を建設・運営する方法が想定されます。 

環境負荷 

ダ イ オ キ シ ン 類

0.024 g-TEQ/年 

温室効果ガス 

1,388 t-CO2/年

環境負荷 

ダ イ オ キ シ ン 類

0.581 g-TEQ/年 

温室効果ガス 

2,645 t-CO2/年 

地域全体でみると、広域化した方が、個別に施設整備を行うより、環
境負荷、資源・エネルギー循環、経済性いずれの面でも有利！ 

経済性（収集運搬費・建
設費・維持管理費等） 

1,632 百万円/年 

経済性（収集運搬費・建
設費・維持管理費等） 

1,882 百万円/年

発電量 

12,329MWh/年

発電量 

20,645MWh/年
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４． これからの取組 
来年度以降、広域処理施設建設に向けて、以下のような取組を行っていきます。 

（１）広域の体制整備           

広域処理体制には、岡山市が施設を建設・運営し玉野市・久米南町が岡山市へ事務委託する方法

と、２市１町で一部事務組合を設立して施設を建設・運営する方法が想定されます。 

本年度の調査結果を踏まえながら、平成27年度には、広域処理に向けて体制づくりを行います。 

（２）用地確保 

平成 28 年度以降には、広域処理施設を建設するための用地選定を行っていきます。用地選定に

あたっては、情報公開と市町による説明責任を果たしながら選定作業を進めていきます。 

（３）施設整備基本計画及び循環型社会形成推進地域計画 

用地がある程度固まれば、施設の種類や整備内容について定める施設整備基本計画を策定すると

ともに、交付金申請に必要となる循環型社会形成推進地域計画を策定し、国に提出することとなり

ます。この事業は平成29年度を予定しています。 

（４）環境アセスメント 

岡山県環境影響評価条例に基づき、環境アセスメントを実施します。環境アセスメントには 3 年

程度要することから、平成29～32年度を予定しています。 

（５）施設整備に関する作業 

環境アセスメントと並行して、発注仕様書の作成等の作業を行います。PPP 事業を検討する場合

は、PFI 導入可能性調査や要求水準書の作成等を行います。 

（６）地質・測量調査 

平成 30年度に建設用地の地質・測量調査の実施を予定しています。 

（７）造成工事等 

平成 3２年度に土木基本・実施設計を行い、平成3３年度に造成工事を予定しています。 

（８）建設工事 

平成 33 年度に業者決定を行って実施設計、施設建設を行います。基本設計から施設建設までは

約4年必要と見込んでおり、平成37年度稼働を予定しています。 

取組内容 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 

広域の体制整備            

用地確保            

施設整備基本計画            

循環型社会地域計画            

環境アセスメント            

施設整備に関する作業            

地質・測量調査            

造成工事等            

建設工事           稼働 

ごみ処理広域化対策岡山ブロック協議会事務局 

岡山市環境局環境施設課(市役所分庁舎6階)内

〒700-8554 岡山市北区大供一丁目２番３号 

TEL 086-803-1311


